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 分子や高分子が示す自己組織化現象の理解と制御は、分子性材料をボトムアップ創製する

上で極めて重要な基盤技術である．我々は、「分子が液相から固相へ変化する際の中間相(メ

ゾ相)を制御する」という視点に立つことで、従来にない分子集合体の開発とそのマテリアル

応用に関する研究に取り組んできた．[1-4] 例えば、アモルファス性の高分子は液相から固相へ

変化する際にマイクロスケールの液滴を形成していることを見いだした．この液滴化を適切

な高分子ペアの共集合化に適用することで、二酸化炭素やメタンのような多原子分子の形を

模倣したポリマーコロイド分子の自発合成に成功した．[2] また、主鎖が剛直な高分子から形

成する液滴は、さらに液晶液滴相を示した．その結果、球体(等方形状)でありながらもらせん

分子配向(異方構造)をもつキラル高分子球体の開発に成功した．[3] このキラル高分子球体は、

分子配向を反映した空間異方性のある円偏光発光やレーザー発振を可能とし、球という形に

とらわれない光機能を示すことを実証している．また、液晶液滴に光異性化分子を導入するこ

とで、光強度や偏光状態の刺激に対して液晶液滴内の分子配向が応答する光メモリ素子応用

にも展開している．[4] 

 今後は、これまでの分子集積技術の研究背景を基軸としながらも、有機の枠を超えた新し

い研究領域を開拓するつもりである．その先駆けとして、現在は次世代エネルギー技術と密接

に関わる無機および有機無機ナノ物質を用いた研究に従事している．本発表の最後には、これ

ら現在の研究と今後の展望に関しても紹介する． 
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と共に行った研究成果の内容である． 
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